
今月の表紙 認定こども園～ブックセカンド事業がスタートし宮管教育長から園児に絵本が手渡されました～

まちの話題 町議として地域の発展に貢献 小澤實さんが旭日単光章を受章

温故知新

市民後見人として活動

西２条 大場 建男 さん

特 集 平成30年度津別町の予算～79億3,530万円の使い道～



町
民
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
施
策

を
行
う
た
め
に
経
理
す
る
の
が
「
一
般

会
計
」
で
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
継
続

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
施
策

と
と
も
に
、
緊
急
性
と
住
民
要
求
の
高

い
事
業
を
選
択
し
て
予
算
編
成
を
行

い
、
そ
の
結
果
、
本
年
度
の
一
般
会
計

予
算
の
総
額
は
、
表
１
の
と
お
り
前
年

度
比
3
・
0
％
増
の

億
2
5
0
0
万

55

円
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
の
増
減
の
主
な
要
因
に

つ
き
ま
し
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
は
制
度
移
行
に
伴
う
共
同

事
業
拠
出
金
等
の
減
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
特
別
会
計
は
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
納
付
金
等
の
増
、
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
は
保
険
給
付
費
等

の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
は
上
里
地
区
導
水
管

更
新
工
事
等
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計
予
算
は

前
年
規
模
を
上
回
る

特
別

会
計

【表１】

平成30年度会計別予算額の内訳

《《特集・平成30年度 津別町の予算《特集・平成30年度 津別町の予算》》

79億3,530万円の使い79億3,530万円の使い道道

平
成

年
度
の
町
の
予
算
が
、
町
議
会
の
審
議
を

平
成

年
度
の
町
の
予
算
が
、
町
議
会
の
審
議
を
経経

3030

て
決
定
し
ま
し
た

て
決
定
し
ま
し
た
。。

予
算
の
総
額
は

億
33
55
33
00
万
円
で
、
前
年
度

予
算
の
総
額
は

億
3
5
3
0
万
円
で
、
前
年
度
比比

7979

22
・・
４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
サ
ー

４
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
行
政
サ
ー
ビビ

ス
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
は
、

億
2
5
0
0
万

ス
の
中
心
と
な
る
一
般
会
計
は
、

億
2
5
0
0
万
円円

55555

で
前
年
度
比
3
・
0
％
の
増

で
前
年
度
比
3
・
0
％
の
増
。。

今今
月
の
特
集
で
は
、
町
の
予
算
内
容
に
つ
い
て
お

月
の
特
集
で
は
、
町
の
予
算
内
容
に
つ
い
て
お
知知

ら
せ
し
ま
す

ら
せ
し
ま
す
。。

前
年
度
比
で

3
・
0
％
の
増

一
般

会
計

一
般
会
計
予
算
額
を
科
目
別
に
見
た

の
が
上
の
グ
ラ
フ
で
、
歳
入
は
左
上
の

円
グ
ラ
フ
で
す
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が

億
６
０
０
０
万
円
（
前
年
度
比
１
・
２

24％
減
）
で
歳
入
の

・
５
％
を
占
め
て
い

44

ま
す
。
こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
、
地
方
譲

与
税
な
ど
を
加
え
た
も
の
が
依
存
財
源

と
い
わ
れ
る
も
の
で
、
歳
入
全
体
の

・
７１

４
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
債
は
木
材
工
芸
館
改
修
事

業
に
よ
る
農
林
業
債
の
増
に
よ
り
、
前

年
度
比

・
３
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

39

一
方
、
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
５

億
５
３
６
２
万
円
で
、
町
民
税
の
法
人

税
割
の
増
等
を
見
込
み
、
前
年
度
比
１
・

0
％
の
増
。
繰
入
金
は
６
億
８
９
５
０

万
円
で
前
年
度
比

・
７
％
の
増
と
な
り

18

ま
し
た
。

次
に
、
右
上
の
円
グ
ラ
フ
は
歳
出
を

科
目
ご
と
に
表
し
て
い
ま
す
。
歳
出
の

9
・
8
％
を
占
め
る
公
債
費
は
、
事
業
を

実
施
す
る
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償
還

金
で
５
億
３
８
９
９
万
円
を
支
払
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
比
較
す

る
と

・
１
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

19

こ
れ
は
平
成

年
度
に
借
り
入
れ
た
認

２６

定
こ
ど
も
園
の
起
債
元
金
償
還
が
始

ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

総
務
費
で
は
、
新
規
事
業
と
し
て
総

合
計
画
策
定
業
務
に
９
４
６
万
円
。
民

生
費
で
は
、
障
害
者
総
合
支
援
事
業
経

費
に
２
億
３
８
５
９
万
円
、
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
に
１
億
３
２
１
６
万
円
。

衛
生
費
で
は
、
地
域
医
療
維
持
助
成
事

業
に
１
億
４
０
０
０
万
円
、
一
般
廃
棄

物
最
終
処
分
場
施
設
整
備
事
業
に
３
５

２
６
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

農
林
業
費
で
は
、
国
営
農
地
再
編
整

備
事
業
推
進
事
業
に
７
５
３
８
万
円
、

木
材
工
芸
館
整
備
事
業
に
１
億
５
９
７

９
万
円
を
計
上
。
商
工
費
で
は
商
工
振

興
補
助
費
等
に
３
４
６
８
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
道
路
橋
梁
維
持
管
理

費
に
１
億
２
１
７
５
万
円
。
ま
た
、
教

育
費
で
は
、
多
目
的
運
動
公
園
管
理
経

費
に
４
５
９
５
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

ま
た
、
表
２
は
、
今
年
の
一
般
会
計
の

予
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
で
割
り
返

し
た
金
額
で
す
。

町
民
４
８
２
５
人
の
一
人
当
た
り
の

金
額
は
、
１
１
４
万
５
０
７
８
円
と
な

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
に
振
り
分
け
ら

れ
た
予
算
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
皆
さ
ん

の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

歳
入
の
7
割
を
超
え
る

依
存
財
源

歳
入

༎
成

歳
੄

༎
成

公
債
費
は

・
1
％
の

19

増
額

町
民

予
算

町
民
一
人
当
た
り
予
算

１
１
４
万
５
０
７
８
円

【表２】

町民１人当たり予算額
（一般会計分）

1,145,078円

※平成30年２月末現在の住民基本台帳

人口4,825人で計算しています。

݈ٛ費

14,119円

ാ࿐費

112,203円

௙ྩ費

191,117円

કཡ費

72,350円

民୆費

213,064円

119,150円

୆費מ

154,958円

436円

Ⴛ൱費

227円

ञ費࢖

111,707円

෠ႅު費

133,658円

ထ๵費

1,036円

੸ࢥ費

21,053円

費֗ޗ 災害復旧費

グラフ 一般会計予算額の科目別内訳

【歳入】 【歳出】

地方交付税

24億6,000万円

（44.5％）

自主財源
28.6％

依存財源
71.4％

国・道支出金
6億8,243万円
（12.3%）

町 債
6億2,180万円
（11.3％）

地方譲与税、各種交付金

1億8,215万円（3.3％）

町 税
5億5,362万円
（10.0%）

分担金及び負担金など
2億7,804万円（5.0%）

諸収入 5,746万円（1.1%）

߫入金
6億8,950万円
（12.5%）

෠ႅު費
ķ億4,490万円
（11.7%）

議会費 6,812万円（1.2%）

商工費

1億158万円（1.8%）
労働費 109万円（0.0%）

民生費

10億2,803万円

（18.6%）

総務費

9億2,214万円

（16.7％）

衛生費

7億4,767万円

（13.5%）

土木費
5億4,138万円
（9.8%）

公債費
5億3,899万円
（9.8%）教育費

5億7,490万円

（10.4%）

消防費

3億4,909万円

（6.3%）

総 額

55億2,500万円

災害復旧費

211万円（0.1%）

予備費 500万円（0.1%）



【総務費】
・総合計画策定業務 ９４６万円

第6次総合計画策定に係る経費

・地域振興施設管理業務 ６,４４６万円

クマヤキハウス建設、相生総合交流ターミナル屋根塗装などに

係る経費

・地方創生事業 ７,７１４万円

まちづくり会社設立準備、再生可能エネルギーセンター設立準

備などに係る経費

【民生費】
・障害者総合支援事業経費 ２億３,８５９万円

障害福祉サービス利用、更生医療などの給付費に係る経費

・子ども・子育て支援事業 １億３,２１６万円

認定こども園運営の補助、子育て支援センター事業に係る経費

【衛生費】
・地域医療維持助成事業 １億４,０００万円

住民の健康を守る地域医療維持のための津別病院への助成

・一般廃棄物最終処分場施設整備事業 ３,５２６万円

一般廃棄物最終処分場実施設計業務委託に係る経費

【消防費】
・事務組合負担金 ３億３,６５６万円

美幌・津別広域事務組合（津別消防署）への負担金などに係

る経費

【農林業費】
・国営農地再編整備事業推進事業 ７,５３８万円

国営農地再編換地業務などに係る経費

・木材工芸館整備事業 １億５,９７９万円

木材工芸館改修、外構工事、備品購入に係る経費

【商工費】
・商工振興補助費等 ３,４６８万円

起業等振興促進補助などに係る経費

【土木費】
・町道整備事業 ４,３２０万円

町道22号線他1路線改良舗装工事などに係る経費

・町営住宅等建設整備事業 ２,３４２万円

本岐団地（特公賃住宅・1棟1戸）建設整備に係る経費

【教育費】
・津別高校振興対策事業 ３,２９１万円

津別高校振興対策（バス通学費、制服購入に係る補助）や公

営塾運営業務に係る経費

・スクールバス経費 ５,０９５万円

スクールバス購入（中型バス）、スクールバス運行に係る経費

木材工芸館

認定こども園

津別高校

津別病院

《
公
約
の
推
進
》

第
１
次
産
業
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
、
国
営
農
地
再

編
整
備
事
業
が
平
成

年
度
に
実
施
地
区
と
な

２７

り
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。
平
成

年
度
ま
で
の

３６

長
期
間
の
事
業
で
あ
り
ま
す
が
、
経
営
基
盤
を

よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
、
後
継
者

等
の
担
い
手
の
確
保
を
支
援
し
、
再
生
産
・
持

続
可
能
な
農
業
の
実
現
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森
林
バ
イ
オ
マ
ス

な
ど
に
よ
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

た
「
低
炭
素
・
循
環
・
自
然
共
生
」
を
柱
に
、

資
源
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
引
き
続
き
進
め

て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
森
林
認
証
や
、
加
工
・

流
通
過
程
の
管
理
認
証
の
取
得
に
対
す
る
助
成

の
結
果
、
町
内

事
業
体
が
認
証
を
取
得
し
、

１１

認
証
材
の
利
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

後
と
も
「
愛
林
の
ま
ち
つ
べ
つ
」
に
ふ
さ
わ
し

い
林
業
の
振
興
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

少
子
化
・
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応
に
つ
き
ま

し
て
は
、
認
定
こ
ど
も
園
の
利
用
料
等
を
引
き

続
き
軽
減
し
て
子
育
て
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
み
な
ら
ず
高
齢
者
も
楽
し
め
る
場
と

し
て
、
自
然
運
動
公
園
一
帯
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
年
次
計
画
で
進
め
て
参
り
ま
す
が
、
本
年
度

は
、
木
材
工
芸
館
と
そ
の
周
辺
の
改
修
に
着
手

し
ま
す
。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再
生
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
を
含
め
た

複
合
庁
舎
の
基
本
設
計
に
着
手
す
る
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
コ
ン
パ
ク
ト
で
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

ま
ち
な
か
再
生
に
向
け
、
地
域
再
生
計
画
に
基

づ
く
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。
ま
た
、
多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
さ

ん
さ
ん
館
内
に
設
置
し
て
い
ま
す
観
光
協
会
の

充
実
強
化
を
支
援
し
、
さ
ら
な
る
観
光
振
興
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。

老
朽
化
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
る
道

路
・
橋
梁
の
改
修
を
引
き
続
き
進
め
る
と
と
も

に
、
簡
易
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上
里

導
水
管
の
更
新
工
事
に
着
手
し
て
参
り
ま
す
。

下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業
集
落
排

水
事
業
を
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
に

統
合
し
経
費
の
節
減
に
努
め
て
参
り
ま
す
。
住

宅
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
岐
地
区
に
特
公

賃
住
宅
１
戸
を
新
規
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、

既
存
住
宅
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。

庁
舎
、
議
会
議
事
堂
、
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

を
一
体
化
し
た
複
合
庁
舎
の
建
設
に
つ
き
ま
し

て
は
、「
複
合
庁
舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再
生
基

本
計
画
」
に
示
さ
れ
る
新
庁
舎
の
基
本
方
針
等

に
基
づ
き
、
基
本
構
想
の
策
定
と
基
本
設
計
に

着
手
し
て
参
り
ま
す
。
な
お
、
具
体
的
な
事
項

に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
特
別
委
員
会
及
び
今

後
設
置
予
定
の
「
津
別
町
庁
舎
等
建
設
審
議
会
」

で
の
審
議
を
は
じ
め
、
町
民
に
対
す
る
説
明
会

を
開
催
す
る
な
ど
し
て
合
意
形
成
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

《
地
域
振
興
》

人
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
人

づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
」
に
よ

り
、
町
民
の
自
主
的
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
学
生
を

中
心
と
し
た
組
織
と
の
交
流
事
業
や
高
大
連
携

事
業
を
通
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
と
な
る
人

づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

観
光
事
業
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
観
光

協
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団
体
と
連
携
し
、

さ
ら
な
る
誘
客
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
観
光
協
会
の
主
体
強
化
に

向
け
た
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
相

生
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
道
の
駅
あ
い
お
い
）

の
駐
車
場
拡
張
や
ク
マ
ヤ
キ
ハ
ウ
ス
を
整
備
し

て
、
観
光
ル
ー
ト
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
参
り
ま
す
。

《
行
政
改
革
と
機
構
改
革
》

平
成

年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
津
別
町

２２

新
行
政
改
革
大
綱
推
進
計
画
（
改
訂
版
）（
平
成

年
度
～

年
度
）」
は
、
後
期
５
年
計
画
の
４

２２

３１

年
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
地
域
経
済
の
活
性
化

と
持
続
可
能
な
行
政
経
営
を
進
め
る
た
め
の
計

画
と
し
て
位
置
付
け
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に

掲
げ
る
各
事
業
を
順
次
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

《
平
成

年
度
予
算
編
成
》

30

平
成

年
度
予
算
は
、「
津
別
町
第
５
次
総

３０

合
計
画
（
平
成

年
度
～
平
成

年
度
）」
と
地

２２

３１

方
創
生
事
業
に
関
す
る
「
津
別
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
及
び
「
津
別
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
基
づ
き
編
成
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。

中
で
も
、
複
合
庁
舎
の
建
設
に
あ
た
り
ま
し

て
は
、
新
た
に
審
議
会
を
設
置
し
、
町
民
の
皆

様
と
の
意
見
交
換
を
含
め
な
が
ら
進
め
て
参
り

ま
す
と
と
も
に
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
事
業

と
し
ま
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
設
立
準
備
を

主
と
す
る
「
ま
ち
な
か
再
生
と
ま
ち
の
賑
わ
い

創
出
事
業
」
や
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

活
用
推
進
事
業
」「
障
が
い
者
・
生
活
困
窮
者
の

働
く
場
の
創
出
事
業
雇
用
拡
大
」
な
ど
を
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
人
口
減
少
社
会
に
対

応
す
る
確
か
な
取
り
組
み
を
進
め
て
参
る
考
え

で
あ
り
ま
す
。

本
年
度
も
職
員
と
一
丸
と
な
り
、
町
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
し
、

平
成

年
度
の
町
政
方
針
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

３０

ま
す
。

津
別
町
長

佐
藤
多
一

平
成

年
度

಴
政
༷
ૻ
 
า
ଘ
‪

30

「
ま
ち
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

エ
コ
タ
ウ
ン
に
…
４
年
目
」

３
月
５
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
平
成

年
度
予
算
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し

30

た
。
議
会
開
会
の
冒
頭
で
佐
藤
町
長
か
ら
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
政
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
（
町
政
方
針
の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）。

《特集・平成30年度 津別町の予算《特集・平成30年度 津別町の予算》》

平成30年度の事業をお知らせします



第
２
回

住
民
懇
談
会

開
催
日
を
調
整
中
で
す

計
画
策
定
作
業
の
遅
れ
か
ら
、

度
重
な
る
日
程
の
変
更
で
、
開
催

が
遅
延
し
て
お
り
ま
し
た
複
合
庁

舎
建
設
等
ま
ち
な
か
再
生
基
本
計

画
策
定
に
係
る
「
第
２
回
住
民
懇

談
会
」
の
日
程
に
つ
い
て
、
現
時
点

で
は
４
月
開
催
で
調
整
し
て
お
り

ま
す
が
、
周
知
期
間
が
取
れ
な
い

場
合
は
、
５
月
開
催
も
視
野
に
入

れ
検
討
を
い
た
し
ま
す
。

遅
れ
の
理
由
に
つ
き
ま
し
て
は
、

先
月
号
で
も
触
れ
ま
し
た
が
、
今

現
在
、
よ
り
確
実
な
計
画
案
を
示

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
検
討
を
重

ね
、
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

懇
談
会
当
日
は
、
新
た
な
ま
ち

な
か
の
ゾ
ー
ニ
ン
グ
（
施
設
配
置
）

図
を
ご
提
示
し
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
前
回
同
様
、
ア
ン
ケ
ー
ト
も

実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
懇
談
会
に
出
ら
れ
な
か
っ

た
方
や
、
更
に
多
く
の
住
民
の
皆

様
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
機
会
を

作
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
期
間
を
１
か
月
設
け
、
そ
の
後

の
計
画
策
定
に
活
か
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

空
き
家
利
活
用
で

津
別

町
と
継
続
的
な
関
わ

り
を
持
つ
場
所
を

エ
リ
ア
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
２
月

日
に

21

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
運
営
者
選
定
コ

ン
ペ
と
題
し
、
町
を
訪
れ
た
人
が

継
続
的
に
関
わ
り
を
持
つ
場
（
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
）
を
運
営
す
る
事
業
者
の

選
定
を
行
な
い
ま
し
た
。

「
町
内
の
空
き
家
を
活
用
す
る

こ
と
」、「
一
般
の
参
加
者
を
巻
き

込
ん
だ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
こ
と
」、

「
民
設
民
営
を
基
本
と
す
る
こ
と
」

な
ど
厳
し
い
条
件
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
に
な
っ
て

い
く
津
別
町
を
盛
り
上
げ
た
い
と
、

河
本
純
吾
さ
ん
（
河
本
農
場
）
が

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
、
立
川
彰
さ
ん
（
道

東
テ
レ
ビ
）
が
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
の
運
営
希
望
者
と
し
て
事

業
計
画
を
発
表
し
、
審
査
の
結
果
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
運
営
者
と
し
て

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
中
に
、
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
技
術
を
学
ぶ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

の
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
統
括

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

選
考

平
成

年
度
末
に
設
立
を
目
指

30

す
（
仮
称
）
津
別
町
ま
ち
づ
く
り

会
社
を
主
導
し
て
い
く
統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
募
集
期
間
が
3
月

2
日
締
め
切
り
を
迎
え
、
全
国
か

ら

名
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

49今
回
募
集
す
る
統
括
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
「
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
新
た
な
仲
間
」
と

い
う
位
置
づ
け
と
考
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
４
月

日
に
公
開
審
査

22

会
（
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）
を

実
施
し
、
町
民
の
皆
様
の
意
見
も

審
査
の
参
考
と
す
る
こ
と
を
考
え

て
お
り
、
積
極
的
な
ご
参
加
を
心

よ
り
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「「
躍
進
」
か

「
躍
進
」
か
らら

「
美
し
き
停
滞
へ

「
美
し
き
停
滞
へ
」」

昭
和

年
、
当
時
の
津

昭
和

年
、
当
時
の
津
別別
新新

3434

聞
社
よ
り
「
躍
進
津
別
」
と

聞
社
よ
り
「
躍
進
津
別
」
と
いい

う
冊
子
が
発
行
さ
れ
ま
し
た

う
冊
子
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。。

そ
こ
に
は
「
全
道
屈
指
の

そ
こ
に
は
「
全
道
屈
指
の
役役

場
庁
舎
」
が
落
成
し
た
模
様

場
庁
舎
」
が
落
成
し
た
模
様
がが

書
か
れ
て
お
り
、
人
口
１
万

書
か
れ
て
お
り
、
人
口
１
万
６６

千
人
を
誇
っ
た
、
林
業
の
町

千
人
を
誇
っ
た
、
林
業
の
町
のの

輝
く
姿
が
垣
間
見
え
ま
す

輝
く
姿
が
垣
間
見
え
ま
す
。。

し
か
し
、
今
日
で
は
日
本

し
か
し
、
今
日
で
は
日
本
のの

総
人
口
は
減
少
へ
向
か
い
、

総
人
口
は
減
少
へ
向
か
い
、
地地

方
の
町
で
は
、
数
十
年
も
前

方
の
町
で
は
、
数
十
年
も
前
かか

ら
人
口
減
少
が
始
ま
り
、
発

ら
人
口
減
少
が
始
ま
り
、
発
展展

か
ら
維
持
へ
と
自
治
体
の
目

か
ら
維
持
へ
と
自
治
体
の
目
標標

は
変
わ
っ
て
い
ま
す

は
変
わ
っ
て
い
ま
す
。。

お
お
よ
そ

年
前
の
司
馬

お
お
よ
そ

年
前
の
司
馬
遼遼

２０２０

太
郎
と
井
上
ひ
さ
し
の
対
談
に

太
郎
と
井
上
ひ
さ
し
の
対
談
に
、、

こ
れ
か
ら
は
発
展
で
は
な

こ
れ
か
ら
は
発
展
で
は
な
くく

「
美
し
き
停
滞
」
を
目
指
す
べ

「
美
し
き
停
滞
」
を
目
指
す
べ
きき

と
語
ら
れ
て
い
ま
す

と
語
ら
れ
て
い
ま
す
。。

正
に
今
、
そ
こ
に
挑
ま
な

正
に
今
、
そ
こ
に
挑
ま
な
くく

て
は
な
ら
な
い
時
で
す

て
は
な
ら
な
い
時
で
す
。。
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▲パイロット事業選定
コンペの様子

問い合わせ先 住民企画課 地方創生推進グループ 緯76－2151（内線２４１） e-mail：tsubetsu.sousei@gmail.com

持ち物 顔写真・印鑑・身分証明書・券代金（更新は券代金のみ）

ふれあい公園パークゴルフ場は
４月21日オープン予定です！

温水プール「すいむ」は
５月１日オープンです！

グレステンスキー場は
５月３日オープン予定です！

ఉ࿒എ公園パークゴルフ場は４月2ĺ日から11月1Ķ日までオープン予定ですߊ౷ܚུ

利用期間 ４月21日(土）～10月31日（水）

※気象状況等によっては変更になる場合があります。

定 休 日 毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は翌日）

(４月24日・10月30日は営業します）

利用時間 ４月、５月：午前８時～午後７時

6月～8月：午前７時～午後７時

9月 ：午前７時～午後６時

10月 ：午前８時～午後５時

利用料金（町内の小中高生は無料です）

《シーズン券販売 ４月16日（月）から》

場 所 中央公民館ロビー

（月～金 午前９時～午後４時まで）

持ち物 顔写真・券代金

※昨年のシーズン券ホルダーの返却をお願いします！

利

用

料

金

利用期間 ５月１日（火）～10月31日（水）

休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

利用時間 平 日 午前10時～午後８時30分

（午前11時50分～午後1時、

午後４時50分～午後６時は休憩時間）

土・日・祝日 午前10時～午後５時

（午前11時50分～午後１時は休憩時間）

シーズン券
販 売

４月23日～４月27日は中央公民館、

５月１日以降は温水プールで随時受付

《今年のすいむ無料開放日》

５月１日（プール開き）

５月５日（子どもの日）

６月27日（オープン記念日）

８月１日（水の日）

９月17日（敬老の日）

10月８日（体育の日）

10月31日（プール納め）

グ
レ
ス
テ
ン
ス
キ
ー
講
習
会

も
予
定
し
て
い
ま
す

利用期間 5月３日～10月31日までの土・日・祝日

7月20日～8月20日の期間は無休

利用時間 午前10時から午後６時まで

利用料金 （町民の方は団体料金で利用できます）

問い合わせ先 中央公民館 社会教育グループ 緯76－2713

気
に
な
る
用
語
説
明
隠

【

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

】

刷
新
。
修
理
。
近
年
で
は
、

建
築
物
の
改
造
と
い
う
こ
と

が
多
い
。
古
い
部
分
の
補
修

や
、
内
外
装
の
変
更
程
度
に
と

ど
ま
る
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
、

増
築
・
改
築
と
い
っ
た
建
物
の

資
産
価
値
を
高
め
る
改
造
。

(仮称)津別町まちづくり会社
統括マネージャー公開審査会

日 時 ４月２２日（日） 午後２時～４時30分

場 所 津別町中央公民館 講堂

入場資格 津別町民のみ

内 容 最終選考に残った５名（予定）の候

補者に発表をしてもらった後に、観客の皆

様にも採点表を記入いただき、選考時の参

考といたします。

注意事項

・最終的な選考結果については、面接等の審

査を経て、後日公表いたします。

・在職中の候補者への配慮から、氏名や所属

等の個人情報のWEB掲載や口外は禁止とし、

会場内での撮影等も禁止いたします。

・同様の理由から、マスメディアの当日の取

材はご遠慮願います（最終決定後にプレ

スリリースいたします）。



傾
斜
地
を
掘
削
工
事
す
る
こ
と
か
ら
大
量
の

残
土
発
生
が
見
込
ま
れ
、
そ
の
処
理
費
用
な

ど
に
約
６
千
万
円
、
遮
水
シ
ー
ト
の
施
工
や

漏
水
検
知
シ
ス
テ
ム
導
入
に
か
か
る
工
事
費

と
し
て
約
１
億
４
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
処
理
施
設
と
破
砕
施
設
を
合
わ
せ
た
概

算
工
事
費
は
、
９
億
３
９
６
０
万
円
で
、
水

処
理
施
設
の
建
設
に
約
７
億
９
千
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
水
処
理
方
式
に
つ
い
て
は

現
在
の
処
理
方
法
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ

ん
が
、
高
度
処
理
・
活
性
炭
吸
着
処
理
と
い

う
処
理
工
程
を
新
た
に
採
用
し
て
万
全
に
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
破
砕
施
設
の
概
算
工
事

費
は
、
約
１
億
４
千
万
円
と
な
り
、
最
終
処

分
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
ご
み
を
す
べ
て
こ
の

施
設
内
に
ス
ト
ッ
ク
し
、
破
砕
処
理
し
た
ご

み
を
作
業
車
両
で
埋
立
地
に
運
ぶ
こ
と
か
ら
、

収
集
車
も
直
接
搬
入
の
車
も
基
本
的
に
直
接

埋
立
地
に
進
入
し
な
い
考
え
で
す
。

こ
れ
ら
す
べ
て
合
計
し
た
総
事
業
費
は
、

億
１
８
６
８
万

１４８
千
円
で
【
表
３
】

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
財
源
の

内
訳
は
、【
表
４
】

の
と
お
り
で
す
が
、

国
か
ら
の
交
付
金

は
補
助
対
象
に
な

る
工
事
費
の
３
分

の
１
の
見
込
み
で
、

ほ
か
に
地
方
債
や

基
金
な
ど
を
利
用

す
る
予
定
で
す
。

現
時
点
で
は
、

施
設
の
新
設
に
伴

う
分
別
区
分
な
ど
の
大
き
な
変
更
は
予
定
し

て
い
ま
せ
ん
が
、

ご
み
量
の
変
化
や

処
理
体
制
な
ど
が

大
き
く
変
化
し
た

場
合
は
、
効
率
的

な
体
制
を
検
討
し
、

適
宜
見
直
し
を
行

う
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
も

町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
2
1
7
）
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最
終
処
分
場
建
設
計
画
の
こ
れ
ま
で
の
経

過
に
つ
い
て
は
、
平
成

年
度
に
「
津
別
町

２７

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
」
の
策
定
に
取

り
組
み
、
過
去
の
ご
み
処
理
量
の
把
握
と
検

証
、
将
来
の
人
口
推
移
か
ら
見
た
今
後
の
ご

み
処
理
量
の
予
測
、
新
た
な
最
終
処
分
場
の

候
補
地
の
選
定
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

平
成

年
度
は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
や

２８

国
か
ら
交
付
金
を
受
け
る
た
め
の
計
画
書
づ

く
り
を
行
い
、
完
成
し
た
計
画
書
を

環
境
省
に
提
出
し
、
平
成

年
度
以

２９

降
の
計
画
支
援
や
施
設
整
備
を
実

施
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

平
成

年
度
は
、
基
本
設
計
と
し

２９

て
、
施
設
配
置
に
か
か
る
測
量
や
地

質
調
査
、
水
質
・
臭
い
・
騒
音
・
交

通
量
な
ど
の
環
境
調
査
に
よ
る
現

状
把
握
、
施
設
配
置
や
規
模
、
概
算

工
事
費
を
算
出
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は

【
表
１
】
の
と
お
り
で
、
実
施
設
計
や

建
設
工
事
な
ど
で
あ
と
３
年
を
要

し
、
平
成

年
４
月
か
ら
の
供
用
開
始
を
目

３３

指
し
て
い
ま
す
。

既
存
の
最
終
処
分
場
は
、
平
成

年
４
月

１２

か
ら

年
が
経
過
し
た
現
在
も
受
け
入
れ
を

１８

継
続
し
て
い
ま
す
。
当
初

年
間
の
利
用
と

15

し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
と
３
年
程
度
延
長
で

き
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
に
よ
り
延
命
化
に
成
功
し
ま
し

た
。

最
終
処
分
場
の
基
本
設
計
ま
と
ま
る

現
在
の
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
と
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
、

新
し
い
最
終
処
分
場
を
建
設
す
る
た
め
の
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
施
設
の
規
模
や
建
設
費
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新
設
の
最
終
処
分
場
は
既
存
施
設
の
敷
地
内

平
成

年
４
月
か
ら
の
供
用
開
始
を
目
指
し
ま
す

３３

ご
み
減
容
と
処
分
場
延
命
の
た
め
破
砕
処
理
施
設
を
建
設

概
算
工
事
費
の
総
額
は
約

億
円

１４

ご
み
処
理
経
費
削
減
に
引
き
続
き
ご
協
力
を

建
設
す
る
埋
立
地
の
大
き
さ
は
、【
表
２
】

の
と
お
り
で
、

年
間
の
使
用
を
見
込
ん
だ

１５

規
模
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
最
終
処
分
場
の

容
量
は
、
３
万
逢
で
す
か
ら
半
分
以
下
の
大

き
さ
と
な
り
ま
す
。

最
終
処
分
場
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
建
物
や
施

設
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
に
な
り
ま
す
が
、

ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
や
管
理
棟
は
、
現
在
の

施
設
を
継
続
し
て
使
用
し
ま
す
。

新
設
す
る
大
き
な
も
の
と
し
て
埋
立
地
が

あ
り
ま
す
が
、
埋
立
地
内
の
雨
水
な
ど
の
漏

洩
を
防
止
す
る
た
め
２
重
の
遮
水
シ
ー
ト
を

施
工
す
る
と
と
も
に
、
漏
水
を
監
視
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
を
新
設
の
埋
立
地
に
も
引
き

続
き
導
入
し
ま
す
。
併
せ
て
水
処
理
施
設
を

新
設
し
、
万
全
で
安
定
し
た
水
処
理
を
行
い

ま
す
。

ま
た
、
新
設
す
る
破
砕
処
理
施
設
で
す
が
、

現
在
の
最
終
処
分
場
で
も
移
動
式
の
破
砕
機

を
使
っ
て
埋
立
地
内
の
屋
外
で
作
業
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
雨
や
雪
な
ど
に
影
響
さ
れ

な
い
作
業
環
境
を
整
え
、
今
後
も
ご
み
を
破

砕
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
容
し
、
隙
間
の
な

い
効
率
の
よ
い
埋
立
作
業
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
、
１
年
で
も
永
く
処
分
場
を
延
命
さ
せ

る
た
め
に
常
設
の
処
理
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

施
設
配
置
の
イ
メ
ー
ジ
は
次
ペ
ー
ジ
上
の

図
に
な
り
ま
す
。
施
設
配
置
平
面
図
の
下
に

現
在
も
使
用
し
て

い
る
ト
ラ
ッ
ク
ス

ケ
ー
ル
・
管
理
棟
と

あ
り
ま
す
が
、
ま
っ

す
ぐ
進
ん
だ
奥
に

埋
立
地
を
建
設
し
、

そ
の
手
前
に
水
処

理
施
設
と
破
砕
処

理
施
設
を
配
置
す

る
予
定
で
す
。

こ
の
基
本
設
計
は
、
大
き
く
２
つ
に
分
け

て
見
積
・
設
計
作
業
を
行
い
、
埋
立
地
造
成

の
土
木
施
設
と
水
処
理
・
破
砕
処
理
施
設
と

し
て
、
施
設
の
設
計
や
概
算
工
事
費
を
算
出

し
ま
し
た
。

土
木
施
設
の
概
算
工
事
費
は
、
４
億
７
９

０
８
万
８
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内

訳
の
大
き
な
も
の
と
し
て
造
成
工
事
が
あ
り
、

▼既存の最終処分場の様子

金 額工 事 内 訳

４億７,９０８万８千円埋立地土木施設工事

９億３,９６０万円
浸出水処理施設工事

（埋立前処理施設含む）

１４億１,８６８万８千円合 計

【表３】概算工事費

金 額区 分

３億５,４７８万円国庫交付金

１０億６,３００万円地方債

９０万８千円基金

１４億１,８６８万８千円合 計

【表４】財源内訳

5,150愛埋立面積

11,500逢
廃棄物埋立容量

（中間・即日覆土含む）

2,600逢最終覆土（５０唖）

14,100逢埋立容量合計

【表２】埋立地の規模

内 容年 度

実施設計業務平成30年度

建設工事平成31～32年度

供用開始平成33年４月～

【表１】今後のスケジュール

破砕処理施設イメージ図

施設配置平面図

破砕処理施設



元
町
議
会
議
員
の
小
澤
實
さ
ん
が
高
齢
者
叙
勲

の
旭
日
単
光
章
を
受
章
し
、
２
月

日
、
町
長
室

２７

で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
昭
で
農
業
を
営
む
小
澤
さ
ん
は
、
昭
和

年
５６

の
初
当
選
以
来
、
平
成

年
ま
で
５
期

年
に
わ

13

２０

た
り
町
議
を
務
め
、
長
く
地
方
自
治
の
振
興
と
地

域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
佐
藤
多
一
町
長
か
ら
勲
記
並
び

に
勲
章
の
伝
達
を
受
け
、
同
席
し
た
鹿
中
順
一
町

議
会
議
長
、
佐
藤
久
哉
同
副
議
長
ら
と
記
念
写
真

に
納
ま
り
ま
し
た
。

町
の
新
事
業
「
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
」
が
ス
タ
ー

ト
し
、
３
月
７
日
、
認
定
こ
ど
も
園
・
こ
ど
も
の

杜
の
園
児
に
絵
本
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

絵
本
を
通
じ
て
親
子
で
一
緒
に
本
に
親
し
み
、

日
常
的
な
読
書
の
推
進
に
つ
な
げ
る
事
が
目
的

で
、
こ
の
日
、
こ
ど
も
園
を
訪
れ
た
宮
管
教
育
長

か
ら
、
４
月
に

小
学
校
入
学
予

定
の
年
長
組
の

園
児
ひ
と
り
ひ

と
り
に
、
絵
本

『
ラ
ン
ド
セ
ル

が
や
っ
て
き
た

（
男
子
）』『
み
て

よ
ぴ
か
ぴ
か
ラ

ン
ド
セ
ル
（
女

子
）』
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

町
議
と
し
て
地
域
の
発
展
に
貢
献

小
澤
實
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章

本
に
親
し
む
た
め
の「
ブ
ッ
ク
セ
カ
ン
ド
」事
業

こ
ど
も
園
の
園
児
に
絵
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

▲前列左から佐藤町長、小澤さん、鹿中

議長、後列左から竹俣副町長、佐藤副議

長、宮管教育長

▼伝達された勲記を手にする小澤さん

平
成

年
の
６
月
に
津

27

別
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
道
の
駅
あ
い
お
い

「
相
生
物
産
館
」
に
着
任
し

て
、
間
も
な
く
満
3
年
に
な

り
ま
す
。

振
り
返
れ
ば
、
多
く
の
素

晴
ら
し
い
方
々
に
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
い
た
だ
け
た
か

ら
こ
そ
、
無
事
に
任
期
満
了

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
だ
と
痛
感
し
、
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

⃆

相
生
物
産
館
で
は
、
主
に

館
内
飲
食
店
「
そ
ば
処
あ
い

お

い
」
で

の

営

業

と

メ

ニ
ュ
ー
の
改
善
・
開
発
な
ど

に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。

ご
好
評
を
い
た
だ
け
た
メ

ニ
ュ
ー
も
あ
れ
ば
、
あ
ま
り

芳
し
く
な
い
メ
ニ
ュ
ー
も

あ
り
、
難
し
く
も
楽
し
い
、

や
り
が
い
の
あ
る
任
務
で

し
た
。

ま
た
、
任
期
中
に
は
「
ク

マ
ヤ
キ
」
が
色
々
な
メ
デ
ィ

ア
に
取
り
上
げ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
影
響
で
遠
方
か
ら

ご
来
館
下
さ
る
お
客
様
も

増
え
、
東
京
の
東
武
百
貨
店

池
袋
店
の
「
大
北
海
道
展
」

や
そ
の
他
色
々
な
催
事
か

ら
お
声
掛
け
い
た
だ
く
機

会
も
増
え
ま
し
た
。
私
も

東
京
で
の
催
事
に
参
加
で

き
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
を

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

任
期
も
残
り
２
か
月
弱

と
な
り
ま
し
た
が
、
満
了
ま

で
津
別
町
の
た
め
、
相
生
物

産
館
の
た
め
に
、
少
し
で
も

多
く
の
貢
献
が
で
き
る
よ

う
活
動
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

残
り
僅
か
と
な
り

ま
し
た

1979年生まれ 旭川市出身

道の駅「相生物産館」勤務
問い合わせ先 住民企画課 企画グループ 緯76－2151（内線215）

あま～い!!津別町のスイーツ特集
現在インターネットで公開中！ 町のHPをご覧ください

みなさん、糖分足りていますか？ 今回のタウンニュースつべつは、

町内のお菓子屋さんをご紹介します。創業80年を迎える、町内唯一の和菓子店「羽前屋」の人気ナンバーワ

ン商品とは？ そこに隠された美味しさの秘密の迫ります！ そして町内唯一の洋菓子店「ケーキ・銘菓し

のはら」。いまや津別町を代表するお土産菓子になっている「津別峠」の製造現場にカメラ初潜入！！ 津別

町のあま～い話題をぜひご覧ください。

《取材希望企業・飲食店・生産者募集!!詳しくは役場住民企画課まで》

この番組は、津別町の今を映像で定期的に発信（月1回）す

ることで、町民の町づくりへの参加促進、移住・定住の促進、

ふるさと納税の拡大を図り、町づくりの記録を残すことで、10

年後20年後の町民への財産とします。完成した映像は、町の

Webサイトに埋め込まれる他、道東テレビでも公開いたします。

※この番組は、ふるさと納税の寄附金により制作しています。

ĳı඾࠮ྀ
ごͧࢵ૧

ల

ٝ
Ĳĳ

職職員がレポ職員がレポーー
ターに挑ターに挑戦戦

平
成

年
度
林
野
火
災
予
防
作
品
（
標
語
及
び

２９

ポ
ス
タ
ー
原
画
／
主
催
・
北
海
道

協
賛
・
北
海

道
森
林
組
合
連
合
会
）
の
標
語
の
部
で
、
津
別
小

学
校
４
年
生
・
山
口
樹
里
さ
ん
の
作
品
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
、
３
月
１
日
、
同
校
で
表
彰
状
の
伝
達

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

山
口
さ
ん
の
標
語
『
守
ろ
う
よ

森
の
温
も
り

未
来
へ
と
』
は
、
全
道
の
小
学
生
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
作
品
の
中
か
ら
、
知
事
賞
の
最
優
秀
賞
に
次
ぐ

優
秀
賞
（
２
点
）
に
選
ば
れ
た
も
の
で
、
伝
達
式

で
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
の
工
藤
森
生
地
域

産
業
担
当
部
長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

林
野
火
災
予
防
作
品
標
語
の
部

津
別
小
の
山
口
樹
里
さ
ん
が
優
秀
賞
受
賞

▲左からオホーツク総合振興局・工藤部長、山口さん、津別小学校・

平山校長

３
月
６
日
、
津
別
町
防
犯
協
会
（
中
川
孝
敏
会

長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
、
防
犯
ブ
ザ
ー

個
が

25

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
防
犯
ブ
ザ
ー
は
、
子
ど
も

た
ち
が
不
審
者
に
対
し
て
身
の
危
険
を
感
じ
た

と
き
に
、
ひ
も
を
引
く
と
大
音
量
の
電
子
音
が

鳴
り
、
周
囲
に
異
常
を
知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

津
別
町
防
犯

協
会
が
、
通
学
の

際
な
ど
に
子
ど

も
た
ち
を
犯
罪

被
害
か
ら
守
る

こ
と
を
目
的
に

毎
年
寄
贈
し
て

お
り
、
今
年
も
津

別
小
学
校
の
新

１
年
生
全
員
に

配
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
る

町
防
犯
協
会
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

▲

左
か
ら
津
別
小
学
校
・
平
山
校
長
、
宮
管
教
育
長
、

防
犯
協
会
・
中
川
会
長
、
同
・
加
藤
副
会
長



再
エ
ネ
勉
強
会
の
開
催
内
容

第
１
回
に
続
き
、
津
別
町
モ
デ
ル
地
域
創
生

プ
ラ
ン
に
掲
げ
て
い
ま
す
「
役
場
庁
舎
の
建
て

替
え
と
周
辺
施
設
の
整
備
に
伴
う
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
構
築
（
ま
ち
な
か
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」
に

基
づ
き
、
公
共
施
設
等
で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
し
た
熱
電
供
給
に
よ
る
活
用
モ
デ
ル
に

つ
い
て
、
町
の
業
務
受
託
者
で
あ
る
日
本
デ
ー

タ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、「
N
D
S
」）

よ
り
調
査
結
果
報
告
を
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
、
道
外
よ
り
講
師
を
２
名
お

招
き
し
、
国
内
外
の
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の

事
例
紹
介
と
、
全
国
初
の
自
治
体
新
電
力
を
創

出
し
た
群
馬
県
中
之
条
町
の
取
組
み
に
つ
い
て

講
演
を
い
た
だ
き
、
最
後
に
は
、
会
場
の
参
加

者
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

講
演

「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
地

域
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
事
例

紹
介
」

〈
講
師
〉
一
般
社
団
法
人
日
本
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

エ
ネ
ル
ギ
ー
協
会

専
門
調
査
員

川
越
裕
之
氏

協
会
で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
相
談
窓
口
、
発
電
や
熱
利
用
の
調
査
、

全
国
各
地
で
の
講
演
、
人
材
育
成
な
ど
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
わ
る
様
々
な
業
務

に
携
わ
り
、
協
会
を
通
じ
て
、
地
域
で
の
森
林

資
源
活
用
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

川
越
氏
か
ら
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
熱
電
併
給
の
小
規
模
か
ら
大
規
模
ま

で
４
つ
の
事
例
と
、
国
内
に
お
け
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
を
地
産
地
消
し
て
い
る
岡
山
県
、
岩
手

県
、
山
梨
県
、
東
京
都
の
４
つ
の
事
例
を
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演

「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
の

設
立
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

〈
講
師
〉群
馬
県
中
之
条
町
役
場

企
画
政
策
課
係
長

山
本
嘉
光
氏

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉
1
9
6
6
年
群
馬
県
生
ま
れ
。
昭
和

年
六
合
（
く
に
）
村
役
場
へ
入
職
。
建
設
、
水
道
、

60福
祉
、
戸
籍
を
担
当
。
平
成

年
３
月
に
中
之
条
町
へ

22

編
入
合
併
。
平
成

年
７
月
よ
り
再
生
可
能
エ
ネ
ル

24

ギ
ー
対
策
室
設
置
に
伴
い
異
動
。
職
員
２
名
で
の
ゼ
ロ

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
。
現
在
は
４
名
体
制
で
建
設
や
事
務

事
業
を
担
当
。
発
電
事
業
・
ト
レ
イ
ル
大
会
開
催
・
旧

鉄
道
復
元
等
々
、
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
が
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
「
電
力
の
地
産
地
消
」
を
主
体
に
、

地
域
振
興
・
観
光
振
興
を
推
進
し
て
い
る
。

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
の
取
組
み

中
之
条
町
は
、
平
成

年
に
「
再
生
可
能
エ

25

ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
中
之
条
」
を
宣
言
。
５
つ
の

具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
（
次
ペ
ー

ジ
上
図
の
と
お
り
）。

現
在
は
、
町
営
発
電
所
（
太
陽
光
３
施
設
、

小
水
力
１
施
設
）
を
整
備
。
総
発
電
量
6
1
1

4
鯵
で
あ
り
、
中
之
条
町
全
世
帯
の
約
３
割
相

当
の
電
力
供
給
を
可
能
に
し
て
い
る
。

宣
言
の
同
年
に
は
、
全
国
1
0
0
番
目
と
な

る
新
電
力
会
社
「
一
般
財
団
法
人
中
之
条
電
力
」

を
町
と
民
間
の
共
同
出
資
に
よ
り
設
立
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
全
般
の
事
業
を
推
進
し
、
自
然
保

護
、
省
エ
ネ
、
地
域
活
性
化
の
支
援
な
ど
を
行

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
電
力
自
由
化
に
対
応
し
た
一
般
家
庭

を
含
め
た
電
力
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
な
う
た
め
、

平
成

年
に
「
株
式
会
社
中
之
条
パ
ワ
ー
」
を

27

中
之
条
電
力
の
全
額
出
資
に
よ
り
設
立
。
翌
年

に
は
小
売
電
気
事
業
登
録
を
取
得
し
、
電
力
の

地
産
地
消
を
目
指
し
て
い
る
。

再
エ
ネ
勉
強
会

～
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
活
用
編
～

昨
年
に
開
催
し
ま
し
た
第
１
回
の
再
エ
ネ
勉
強
会
（
詳
細
は
平
成

年
１
月
号
に

30

掲
載
）
に
続
き
、
本
町
の
地
域
資
源
で
あ
る
森
林
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
を
検
討
す
る
「
平
成

年
度
第
２
回
津
別
町
再
エ
ネ
勉
強
会
」
を
２
月

29

19

日
（
月
）
に
津
別
町
林
業
研
修
会
館
で
町
民
な
ど

名
の
参
加
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

41

複
合
庁
舎
及
び
周
辺
施
設
の

熱
電
供
給
は
ど
の
よ
う
に
行

う
の
か

今
年
度
町
の
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
熱
供
給
シ
ス

テ
ム
プ
ラ
ン
策
定
業
務
を
受
託
し
て
い
る
N
D

S
よ
り
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

主
な
報
告
の
内
容
は
、
臼
原
料
供
給

に
つ
い
て
、
渦
導
入
設
備
計
画
で
す
。

臼
は
、
町
内
に
利
用
で
き
る
木
材
が

あ
る
か
と
い
う
内
容
で
す
が
、
結
論
か

ら
言
う
と
、
必
要
と
す
る
原
料
は
十
分

に
あ
る
と
い
う
結
果
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
た
だ
し
、
収
集
方
法
、
収
集
コ

ス
ト
に
つ
い
て
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

渦
は
、
３
つ
の
ケ
ー
ス
が
示
さ
れ
、

各
々
の
必
要
原
材
料
、
必
要
燃
料

（
チ
ッ
プ
、
ペ
レ
ッ
ト
）
量
、
売
熱
単

価
な
ど
具
体
的
な
数
字
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
熱
需
要
先
（
施

設
）
の
確
保
、
夏
期
の
熱
利
用
が
課
題

と
し
て
あ
り
ま
す
。
示
さ
れ
た
ケ
ー

ス
と
結
果
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

ケ
ー
ス
１
＝
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー

の
分
散
配
置（
各
施
設
ご
と
の
熱
供
給
）

【
結
果
】温
浴
施
設
等
給
湯
を
年
間
必
要

と
す
る
施
設
が
あ
れ
ば
事
業
性
あ
り
。

ケ
ー
ス
２
＝
木
質
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ

ラ
ー
の
分
散
配
置
（
各
施
設
ご
と
の
熱

供
給
）

【
結
果
】
ケ
ー
ス
１
の
結
果
と
同
様
。

ケ
ー
ス
３
＝
小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
併
給

装
置
に
よ
る
集
中
型
熱
電
供
給
（
１
箇
所
の
ボ

イ
ラ
ー
棟
か
ら
各
施
設
へ
の
熱
電
供
給
）

【
結
果
】
電
気
を
F
I
T
制
度
に
よ
る
売
電
を
行

な
う
こ
と
で
事
業
性
が
大
き
く
な
る
。
発
電
に

伴
う
余
剰
熱
を
温
浴
施
設
等
給
湯
に
年
間
利
用

す
る
こ
と
で
更
に
事
業
性
が
高
く
な
る
。

質
疑
応
答
及
び
意
見
交
換

今
回
の
勉
強
会
で
は
、
講
師
２
人
か
ら
の
講

演
内
容
と
N
D
S
よ
り
報
告
さ
れ
た
内
容
を
踏

ま
え
、
参
加
者
か
ら
は
、
海
外
事
例
に
お
け
る

雇
用
人
数
に
つ
い
て
、
中
之
条
町
の
太
陽
光
発

電
に
お
け
る
リ
ー
ス
事
業
や
小
水
力
事
業
に
つ

い
て
、
本
町
の
熱
電
供
給
の
対
象
施
設
の

範
囲
や
、
原
料
・
燃
料
・
売
熱
単
価
に
つ

い
て
な
ど
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、「
津
別
町
は
ペ
レ
ッ
ト
で
進
め

て
い
る
の
で
、
チ
ッ
プ
で
は
な
く
ペ
レ
ッ

ト
で
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
」「
津
別
町

は
日
照
率
も
高
く
、
川
が
あ
り
水
量
が
あ

る
の
で
太
陽
光
や
小
水
力
な
ど
も
利
用

し
た
方
が
良
い
と
思
う
」「
津
別
町
は
ゴ

ミ
分
別
が
徹
底
さ
れ
て
お
り
、
燃
え
る
ゴ

ミ
は
大
空
町
へ
搬
出
し
て
い
る
。
工
場

端
材
等
木
材
と
燃
え
る
ゴ
ミ
を
燃
料
と

し
て
熱
利
用
を
行
え
る
か
」
な
ど
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
以
外
の
再
エ
ネ
導
入
に
つ
い

て
の
意
見
も
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に

今
回
い
た
だ
い
た
意
見
等
を
参
考
に
、

津
別
町
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
推
進
協

議
会
の
中
で
検
討
し
、
熱
電
供
給
シ
ス
テ

ム
プ
ラ
ン
を
策
定
い
た
し
ま
す
。
愛
林

の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
く
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
を
中
心
に
、
太
陽
光
や
地
中
熱
な
ど
地

域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
地
産
地
消
を
図
り
、
災
害
に
強
く
、

環
境
に
や
さ
し
い
エ
コ
な
町
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ

ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
３
１
８
）
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▼中之条町が取組む再エネ

ల
２
ٝ

▲

ケ
ー
ス
３
の
ス
キ
ー
ム
イ
メ
ー
ジ
図

▲再エネ勉強会の開催状況



津
別
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
科
に
勤
め
て
４
年
目
の
大
西
修
平

さ
ん
。
作
業
療
法
士
と
し
て
、
ケ
ガ
や

病
気
の
た
め
日
常
生
活
に
支
障
を
き

た
す
患
者
さ
ん
の
、
心
身
の
回
復
を
支

え
て
い
ま
す
。

苫
小
牧
出
身
の
大
西
さ
ん
は
、
苫
小

牧
西
高
等
学
校
か
ら
北
海
道
千
歳
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
（
現
・
北
海

道
千
歳
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
大
学
）

に
進
み
、
作
業
療
法
士
の
国
家
資
格
を

取
得
し
ま
す
。
高
校
時
代
の
先
生
か

ら
、
人
の
役
に
立
て
る
仕
事
と
し
て
勧

め
ら
れ
た
こ
と
が
、
リ
ハ
ビ
リ
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
の
道
に
進
む
き
っ
か
け

に
な
り
ま
し
た
。

「
津
別
病
院
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
科
の
設
備
を
拡
充
し
て
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
３
人
体
制
で
対

応
し
て
い
ま
す
。
患
者
さ
ん
は
外
来

が
７
割
、
入
院
中
が
３
割
ぐ
ら
い
で
す

が
、
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
生
活
の
質
の
改
善
に
役
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
、
仕
事
へ
の
意

気
込
み
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

趣
味
は
釣
り
。
夏
は
網
走
方
面
な

ど
へ
、
海
釣
り
に
出
か
け
る
こ
と
が
あ

る
そ
う
で
す
。

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
日
常
生
活
の
質
を
改
善

大
西

修
平

さ
ん

おおにし しゅうへいさん／平成元年12月生まれ、津別

病院勤務

４月29日は『羊肉の日』
４月29日は、４（よ）29（にく）のごろ合わせで

羊肉の日です。北海道ではなじみ深く、ジンギス

カンを外で焼いて食べる季節になってきました。

【羊肉の種類】ラム：生後１２ヶ月未満の肉、

ホゲット：生後１２ヶ月から２４ヶ月未満の肉、

マトン：生後２４ヶ月から７年くらいの肉

【羊肉の栄養】他の肉と同様にエネルギーやたん白質が豊富です。マ

トンよりラムの方がエネルギーと脂質が多めです。

汽「ジンカン」は北海道弁！？ 平昌オリンピックで『そだねー』が

北海道弁として取り上げられましたが、「ジンカン」も北海道弁です。ジ

ンカンは肉だけでなく、野菜やきのこ、うどんなどいろいろな食材を

一緒に食べることが出来ます。ぜひ、野菜もたくさん食べてください。

野菜を食べよう、1日350ｇ！

野菜を知ろう：先月の野菜は『菜の花』でした。

今月の野菜は別名クサソテツといい、アクが少なく

食べやすいです。調理も和え物、煮物、炒め物、天ぷらなどいろ

いろです。緑黄色野菜で、ベータカロテン、ナイアシン、パント

テン酸などのビタミンとミネラルが豊富で、穂先が丸まってい

るときに食べる山菜は？ ※答えは10ページにあります。

対 象

平成31年４月１日現在で、18歳以上

33歳未満の方（昭和61年４月２日～

平成13年４月１日までに生まれた方）

※高校在学中の方を除きます（第２回

試験から受験可能です）。

申込書受付期間

平成30年３月１日（木）～４月23日（月）

※電子申請は、４月23日（月）午後５時

30分まで

１次試験

平成30年５月20日（日）

試験会場

北見市、網走市等全道22カ所、他

問い合わせ先

北見方面美幌警察署

緯72－0110

※24時間対応していますので、お気軽

にご相談ください。

平成30年度〈第 1回〉
警察官採用試験募集案内

町
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
長
く
活
動
す
る
か
た
わ
ら
、
２
年

前
か
ら
は
市
民
後
見
人
（
一
般
市
民

に
よ
る
成
年
後
見
人
）
と
し
て
、
身

寄
り
の
な
い
お
年
寄
り
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
大
場
建
男
さ
ん
。「
今

後
、
町
の
高
齢
化
は
さ
ら
に
進
む
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
若
い
方
た
ち
に

も
こ
う
い
っ
た
活
動
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
、

地
域
の
将
来
へ
の
思
い
を
口
に
し

ま
す
。

津
別
町
生
ま
れ
の
大
場
さ
ん
は
、

津
別
高
校
時
代
に
陸
上
部
で
活
躍
。

３
年
生
の
時
に
は
、
走
り
幅
跳
び
で

全
道
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
高

校
卒
業
後
は
、
東
京
の
会
社
で
営
業

職
を
６
年
間
経
験
し
、

歳
の
時
に

２４

美
幌
ト
ラ
ッ
ク
（
現
・
三
星
運
輸
）

津
別
営
業
所
に
勤
め
ま
す
。

そ
の
後
、

歳
を
前
に
所
長
を
任

３０

せ
ら
れ
る
と
、

歳
で
退
職
す
る
ま

６９

で
営
業
所
の
責
任
者
と
し
て
勤
め

上
げ
ま
し
た
。
土
地
柄
、
主
に
木
材

会
社
や
農
協
が
荷
主
で
し
た
が
、
経

済
情
勢
の
影
響
を
受
け
や
す
い
仕

事
だ
け
に
、
気
苦
労
は
絶
え
ま
せ
ん

で
し
た
。「
特
に
昭
和

年
代
末
か

４０

ら

年
代
に
か
け
て
日
本
を
襲
っ

５０
た
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
際
は
、
ト

ラ
ッ
ク
の
燃
料
を
確
保
す
る
の
が

大
変
で
し
た
」。

大
場
さ
ん
が
津
別
町
社
会
福
祉

協
議
会
関
係
者
か
ら
の
勧
め
で
市

民
後
見
人
養
成
研
修
を
受
け
た
の

は
、
平
成

年
の
こ
と
で
す
。

時

２７

３０

間
を
越
え
る
講
習
や
実
習
を
経
て
、

家
庭
裁
判
所
に
よ
り
選
任
さ
れ
る

市
民
後
見
人
は
、
身
寄
り
が
な
く
判

断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
高
齢
者

に
代
わ
っ
て
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
契

約
や
財
産
管
理
な
ど
の
後
見
活
動

を
行
う
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

今
後
、
ま
す
ま
す
そ
の
重
要
性
が
高

ま
る
た
め
、
大
場
さ
ん
た
ち
に
続
く

若
い
世
代
へ
の
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

趣
味
は
、
春
か
ら
秋
の
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
と
卓
球
。
冬
季
は
自
宅
に
卓

球
台
が
あ
る
近
所
の
お
宅
に
仲
間

が
集
ま
り
、
楽
し
み
な
が
ら
運
動
不

足
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
内
容
で
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

れ
を
訂
正
す
る
手
続
き
を
し
ま
す
。

【
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
更
正
の
請
求
』
を
し
て
、
正
し
い
税
額
へ
の
訂

正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
手
続
き

は
、
所
得
税
確
定
申
告
提
出
期
限
か
ら
５
年
以
内

で
す
。

【
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
修
正
申
告
』
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修
正
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新

た
に
納
め
る
税
額
に
は
、
過
少
申
告
加
算
税
及
び

延
滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
あ
と
で
修
正
申
告

を
し
た
り
、
税
務
署
か
ら
税
額
の
更
正
を
受
け
た

場
合
に
は
、
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
場
合
に

比
べ
高
い
加
算
税
率
を
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
】

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
直
ち
に
申

告
を
し
て
下
さ
い
。
確
定
申
告
期
限
後
の
申
告

に
は
、
無
申
告
加
算
税
及
び
延
滞
税
が
賦
課
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
て
も
】

年
金
収
入
（
４
０
０
万
円
以
下
）
の
み
の
方
は
、

確
定
申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
住
民
税
申

告
を
し
た
方
が
い
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

無
収
入
の
方
で
も
住
民
税
申
告
を
し
な
い
場
合
、

国
民
健
康
保
険
税
等
が
高
く
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。
申
告
が
必
要
か
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、

お
気
軽
に
税
務
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
に
は

おおば たておさん／昭和21年１月、津別町生まれ／

72歳／西２条在住

さ
ん

大
場

建
男

市
民
後
見
人
と
し
て
活
動

【480】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）、収納担当（内線 218）



中

古

住

宅

●
対
象
と
な
る
改
修
工
事
、
区
分

臼
町
内
建
設
業
者
が
請
負
う
改
修
工
事
で
、

奨
励
金
交
付
決
定
前
に
着
工
し
て
い
な

い
工
事

渦
改
修
に
要
す
る
費
用
が

万
円
（
消
費
税

50

額
等
含
む
）
以
上

嘘
住
宅
の
増
築
、
改
築
、
住
宅
の
耐
久
性
を

高
め
る
た
め
の
改
修
工
事
、
塗
装
、
補
強
、

住
宅
の
居
住
性
を
高
め
る
改
修
工
事
、
環

境
負
荷
低
減
に
資
す
る
改
修
工
事
な
ど

※
詳
し
く
は
下
記
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
、又

は
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間

臼
期

間

平
成

年
４
月
２
日
（
月
）
～

30

４
月

日
（
金
）
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

20

渦
時

間

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

分

30

15

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

嘘
場

所

建
設
課
住
宅
グ
ル
ー
プ

（
役
場
２
階
中
央
付
近
）

※
一
度
、
住
宅
改
修
奨
励
金
の
交
付
を
受
け

て
い
る
住
宅
は
、

申
し
込
み
で
き
ま

せ
ん
。

※
申
込
書
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
奨
励
概
要

臼
奨
励
金
の
額
は
、
改
修
費
用
の

％
で
、

20

万
円
が
限
度
で
す
。

50
渦
建
築
後

年
以
上
を
経
過
し
た
住
宅
の

10

改
修
工
事
で
、
改
修
後

年
以
上
の
定
住

10

を
確
約
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

嘘
予
算
の
範
囲
内
で
の
実
施
の
た
め
、
申
込

者
多
数
の
際
は
抽
選
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●
新
築
必
須
要
件

万
円

60

臼
床
面
積

愛
以
上
、

年
以
上
の
定
住
を

80

10

確
約

渦
住
宅
の
品
質
確
保
等
に
関
す
る
法
律
第

３
条
に
規
定
す
る
日
本
住
宅
性
能
表
示

基
準
及
び
評
価
方
法
基
準
の
「
断
熱
等
性

能
等
級
」
に
示
さ
れ
た
「
等
級
４
」
を
満

た
す
こ
と

●
加
算
要
件

臼
申
請
時
に
同
居
す
る
中
学
生
以
下
の
子

供
が
あ
る
場
合

万
円

20

渦
町
外
に
２
年
以
上
住
ま
れ
た
方
が
持
ち

家
を
建
設
す
る
場
合
（
転
入
後
１
年
以
内

に
申
請
す
る
場
合
を
含
む
）

万
円

20

嘘
町
内
の
業
者
に
発
注
す
る
場
合

万
円

50

唄
住
宅
性
能
表
示
基
準
、
評
価
方
法
基
準
の

「
高
齢
者
等
配
慮
対
策
等
級
」
に
示
す
「
等

級
３
」
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅
基
準
を
満
た

す
場
合

万
円

10

欝
北
海
道
内
の
森
林
か
ら
産
出
さ
れ
、
町

内
で
生
産
又
は
製
品
化
さ
れ
た
木
材
（
地

域
材
）
を

逢
以
上
使
用
し
た
場
合

１０

万
円

２０

蔚
北
海
道
内
で
森
林
管
理
認
証
さ
れ
た
木

材
を
１
逢
以
上
使
用
し
、
C
o
C
認
証
を

取
得
し
た
業
者
が
施
工
し
た
場
合
は
、
１

逢
当
た
り
３
万
円
。
加
算
要
件
欝
と
の

併
用
可
（
使
用
量
に
つ
い
て
は
小
数
点
以

下
切
捨
て
）

上
限

万
円

４０

※
必
須
要
件
の

万
円
に
、
該
当
す
る
加
算

60

要
件
を
加
え
た
額
が
、
奨
励
金
額
と
な
り

ま
す
。

※
工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

中
古
住
宅
購
入
に
対
す
る
奨
励
金
額

●
建
物
の
固
定
資
産
税
課
税
標
準
額
が
１

５
０
万
円
以
上
の
中
古
住
宅
を
購
入
し

た
場
合
が
、
奨
励
金
の
対
象
と
な
り
ま
す

（
課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
税
の
納
付

書
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

奨
励
金
の
額
は
、

万
円
で
す
。

30

※
売
買
後
１
年
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す
。

住

宅

改

修

《
平
成

年
度
受
付
開
始
》

30
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‹
■
対
象
と
な
る
家
屋

３
年
以
上
使
用
し
て
い
な
い
、
ま
た
は
今
後

使
用
す
る
見
込
み
の
な
い
空
き
家
と
、
放
置
さ

れ
た
ま
ま
荒
廃
し
て
い
る
廃
屋
が
対
象
で
す
。

範
囲
は
、
い
ず
れ

も
住
宅
（
店
舗
等
と
の

併
用
住
宅
を
含
む
）
と

そ
れ
に
附
属
す
る
物

置
な
ど
の
附
属
家
の

み
で
あ
り
、
工
場
や

倉
庫
は
該
当
と
な
り

ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
所
有
者

町
内
在
住
の
有
無
や
個
人
・
法
人
を
問
い
ま
せ

ん
。
所
有
者
が
代
理
の
方
に
申
請
を
依
頼
す
る

場
合
は
、
委
任
状
等
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

■
対
象
と
な
る
事
業

津
別
町
内
の
業
者
が
取
り
壊
し
を
行
う
場
合

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

町
外
の
業
者
が
請
け
負
う
も
の
、
ま
た
、
個
人

が
行
う
も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
金
額
・
補
助
額

対
象
と
な
る
工
事
金
額
は

万
円
以
上
で
す
。

５０

補
助
額
は
、
工
事
金
額
の
２
分
の
１
と
し
、
５０

万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。
実
質
の
補
助
額
は
、

万
円
か
ら

万
円
と
な
り
ま
す
。

２５

５０

な
お
、
申
請
す
る
場
合
、
業
者
か
ら
の
見
積
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
必
ず
業

者
へ
相
談
し
、
見
積
書
を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

臼
期

間

平
成

年
４
月
２
日

～
（
土
・
日
・

30

祝
日
を
除
く
）

渦
時

間

午
前
８
時

分
か
ら
午
後
５
時

分

30

15

（
正
午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

※
今
年
度
の
事
業
は
、

件
分
を
予
定
し
て
お

２０

り
ま
す
。
定
数
に
達
し
た
時
点
で
締
め
切
り
と

な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

役
場
の
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

建
設
課

住
宅
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１
（
内
線
２
５
２
、
２
５
５
）

７６
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༆
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空
き
家
・
廃
屋
を
自
主
的
に
取
り
壊
す
方
に

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

全
国
的
に
も
空
き
家

や
廃
屋
の
増
加
が
、
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆

居
住
者
が
お
ら
ず
、

十
分
な
管
理
が
さ
れ
て

い
な
い
こ
れ
ら
の
家
屋

は
、
町
の
景
観
を
損
ね

る
ほ
か
、
倒
壊
の
恐
れ

や
治
安
の
悪
化
が
心
配

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆

町
で
は
、
良
好
な
生

活
環
境
を
守
り
、
美
し

い
景
観
向
上
の
た
め
の

取
り
組
み
と
し
て
、
今

年
度
も
こ
の
よ
う
な
家

屋
を
自
主
的
に
取
り
壊

す
方
に
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
「
津
別
町
空
き

家
等
撤
去
促
進
事
業
」
を

実
施
し
ま
す
。

空
き
家
等
撤
去
促
進
事
業

Ｑ

＆

Ａ

Ｑ

建
て
替
え
を
目
的
と
し
て
、
古

い
住
宅
を
壊
し
た
場
合
は
、
対
象

と
な
る
？

Ａ

住
宅
の
建
て
替
え
を
行
う
た
め

の
取
り
壊
し
は
対
象
外
で
す
。

Ｑ

取
り
壊
す
と
固
定
資
産
税
が
上

が
る
、
と
聞
い
た
の
だ
が
？

Ａ

住
宅
の
建
っ
て
い
る
土
地
は
、

税
の
軽
減
措
置
が
さ
れ
て
い
る
の

で
、
住
宅
を
取
り
壊
し
た
場
合
、
土

地
の
税
額
が
上
が
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務
担
当
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ

申
請
に
必
要
な
書
類
は
？

Ａ

申
請
書
類
一
式
は
、
役
場
の
担

当
課
に
あ
り
ま
す
。
業
者
か
ら
の

工
事
見
積
書
も
必
要
な
の
で
、
ま

ず
、
町
内
業
者
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

奨
励
金

新

築

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

建
設
課

住
宅
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
５
２
、
２
５
５
）

住
環
境
の
向
上
と
定
住
の
促
進
を
図
り
、
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
町

内
に
持
ち
家
を
建
設
す
る
方
、
又
は
改
修
す
る
方
等
に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。



ま
ち
バ
ス
は
相
生
線
の
一
部
の
便

を
除
き
、
全
線
予
約
に
よ
っ
て
運
行

し
て
い
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
新
た
に
通
園
・

通
学
で
ま
ち
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合

に
は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
予
め

利
用
者
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
（
利

用
者
登
録
票
は
津
別
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
）。

ま
た
、
現
在
利
用
し
て
い
る
方
で
予

約
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、
必
ず
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ま
ち
バ
ス
の
予
約
に
つ
い
て

は
「
ま
ち
バ
ス
予
約
電
話
」
に
て
お
受

け
し
て
お
り
ま
す
が
、
受
付
時
間
以

外
は
留
守
番
電
話
で
の
対
応
と
な
り

ま
す
の
で
、
土
曜
日
の
全
便
及
び
日

祝
日
の
翌
朝
の
便
を
利
用
す
る
場
合

は
、
予
約
受
付
時
間
内
に
予
約
を
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

【
ま
ち
バ
ス
予
約
電
話
】

緯

室
２
１
６
６

７６

※
予
約
受
付
時
間
は
平
日
（
年
末
年

始
を
除
く
）
の
午
前
８
時

分
～
午

３０

後
５
時
、
発
車
時
刻
の
お
お
む
ね
３

時
間
前
ま
で
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

ち
バ
ス
利
用
に
は
制
限
も
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
ご
不
明
な
点
は
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

建
設
課
道
路
車
両
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
５
０
）

７６
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）
の

縦
覧
を
、
４
月
２
日
（
月
）
か
ら
５

月

日（
木
）ま
で（
土
・
日
・
祝
日

３１
を
除
く
）
役
場
税
務
収
納
グ
ル
ー

プ
蔚
番
窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
と
は
、
自
分
の
資
産
の
評
価

額
と
他
の
評
価
額
を
比
較
し
、
適

正
さ
を
検
討
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

自
分
の
資
産
の
内
訳（
土
地
・
家

屋
）
を
見
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
通

年
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成

年
中
に

29

固
定
資
産
の
名
義
を
変
え
た
方
や

家
屋
の
取
り
壊
し
の
あ
っ
た
方
に
つ

い
て
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
５
月
に
送
付
す
る
固
定

資
産
税
の
納
税
通
知
書
に
は
、
課

税
明
細
書
が
添
付
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
税
務
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

２
月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

20

健
診
で
、
む
し
歯
が
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

池
田
慎
羽
く
ん（
達
美
）

し
ん
ば

岡
林
穂
乃
香
ち
ゃ
ん（
旭
町
）

ほ
の
か

安
田
紗
矢
ち
ゃ
ん（
豊
永
）

さ
や

出
町
茉
耶
ち
ゃ
ん（
活
汲
）

ま
や

坂
井
愛
梨
ち
ゃ
ん（
豊
永
）

あ
い
り

三
宮
菜
奈
ち
ゃ
ん（
旭
町
）

な
な

佐
藤
紗
桜
ち
ゃ
ん（
共
和
）

さ
お

佐
藤
香
桜
ち
ゃ
ん（
共
和
）

か
お

木
口
稀
乃
花
ち
ゃ
ん（
共
和
）

の
の
か

清
野
陽
菜
ち
ゃ
ん（
東
岡
）

ひ
な

眞
鍋
琉
太
く
ん（
旭
町
）

り
ゅ
う
た

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
３
３
２
）

自転車盗難防止の基本

１わずかな時間の駐輪でも必ずツーロック！

２自宅敷地、管理地でも油断せずにツーロック！

３防犯登録を忘れずに

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

自転車の盗難被害の防止と防犯登録の推進

《自転車には防犯登録とツーロックを》

昨
年
度
は
交
通
安
全
運
動
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
も
一
年

間
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
は
、
引
越
し
、
就
職
、
転

勤
に
よ
り
、
新
し
い
環
境
で
の
運

転
が
増
え
、
さ
ら
に
、
新
入
学
児

や
免
許
を
取
得
し
た
ば
か
り
の

ド
ラ
イ
バ
ー
も
増
加
し
、
事
故
の

危
険
性
が
高
ま
る
時
期
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
予
測

運
転
を
心
が
け
て
早
め
の
ブ

レ
ー
キ
を
、
歩
行
者
の
皆
さ
ん
は
、

自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
細

心
の
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。

４
月

日
（
水
）
に
生
活
改
善

１１

セ
ン
タ
ー
（
町
民
会
館
）
で
、
交

通
事
故
撲
滅
を
誓
う
「
交
通
安
全

推
進
町
民
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
、
住

み
よ
い
町
を
作
る
た
め
、
町
民
皆

さ
ん
で
交
通
安
全
に
つ
い
て
考

え
ま
し
ょ
う
。
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

年
間
の
交
通
安
全
運
動
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

住民企画課

住民環境

グループ

౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷౷ ֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖֖ հհհհհհհհհհհ 全全全全全全全全全全全 ΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣΣ ννννννννννν ーーーーーーーーーーー ΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑΑ

ま
ち
バ
ス
か
ら
の

お
知
ら
せ

例年、雪解けを迎えると、自転車を利用する機会が

増え、自転車の盗難被害が増加しています。

○大切な自転車を盗難被害から守るために

自転車に備え付けの鍵以外にも、Ｕ字型錠やワイ

ヤー錠等の丈夫な鍵を付けるなど、ツーロックをして

大切な自転車を盗難被害から守りましょう。

○万が一、盗難被害に遭ったときのために

自転車の防犯登録をしましょう。防犯登録の手続

きは、自転車の販売店で取り扱っています。

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦

覧
や
閲
覧
は
４
月
２
日
か
ら

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち
を

紹
介
し
ま
す

※８ページ「食善食語・野菜を知ろう」の答えは「こごみ」でした。

平
成

年
度
の
北
海
道
心
身
障

30

が
い
者
総
合
相
談
所
の
巡
回
相
談

が
行
わ
れ
ま
す
。

通
常
は
札
幌
の
相
談
所
で
し
か

行
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
近
隣
で
相
談

で
き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り
ま
す

の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
、
４
月

日
（
金
）
ま
で
に
役
場
の
福
祉

20担
当
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

相
談
対
象
者

臼

歳
以
上
の
身
体
障
が
い
者
で
、

１８電
動
車
い
す
等
の
直
接
判
定
を

要
す
る
補
装
具
の
交
付
を
希
望

す
る
方

渦

歳
以
上
の
知
的
障
が
い
者
で
、

１８療
育
手
帳
の
新
規
又
は
再
判
定

を
希
望
す
る
方

嘘
そ
の
他
、
専
門
的
判
定
を
必
要

と
す
る
方

日

程
６
月
５
日
（
火
）・
６
日
（
水
）

場

所
北
見
市
総
合
福
祉
会
館

（
北
見
市
寿
町
）

※
次
回
開
催
予
定

７
月

日（
火
）・
８
月
１
日（
水
）

31

網
走
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

介
護
福
祉
グ
ル
ー
プ
福
祉
担
当

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
３
４
）

７６

町
民
み
ん
な
で
交
通
安
全
を
誓

い
合
う
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
と

お
り
交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
を

開
催
い
た
し
ま
す
。

多
く
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日

時

４
月

日（
水
）

11

午
後
７
時
か
ら

場

所

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

（
町
民
会
館
）

※
交
通
安
全
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

表
彰
式
も
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

76
例
年
、
４
月
に
行
っ
て
お
り
ま

し
た
保
険
証
の
更
新
手
続
き
に
つ

い
て
、
国
民
健
康
保
険
の
事
業
主

体
が
北
海
道
と
な
る
こ
と
に
伴
い
、

更
新
時
期
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

更
新
の
時
期
は
７
月
下
旬
を
予

定
し
て
お
り
ま
す
。
時
期
が
近
く

な
り
ま
し
た
ら
再
度
広
報
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
留
意

願
い
ま
す
。

お
手
も
と
に
あ
る
保
険
証
に
つ

い
て
は
、
有
効
期
限
が
平
成

年
３０

７
月

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

３１

で
、
ご
確
認
の
う
え
引
き
続
き
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課

健
康
医
療
グ
ル
ー
プ
国
保
担
当

緯

室
２
１
５
１

76

（
内
線
２
２
８
・
２
２
９
）

雪
解
け
と
と
も
に
山
菜
採
り

や
魚
釣
り
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま

り
ま
す
が
、
ヒ
グ
マ
も
冬
眠
か
ら

目
覚
め
、
食
べ
物
を
求
め
活
発
に

行
動
す
る
時
期
と
重
な
り
ま
す
。

ヒ
グ
マ
に
出
遭
わ
な
い
た
め
、

次
の
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
鈴
な
ど
を
携
帯
し
、
音
を
出
し

な
が
ら
歩
き
ま
し
ょ
う
。

○
薄
暗
い
と
き
に
は
行
動
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
ク
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ

け
た
ら
引
き
返
し
ま
し
ょ
う
。

○
食
べ
も
の
や
ゴ
ミ
は
必
ず
持

ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

林
政
・
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進

グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1

76

（
内
線
2
5
9
）

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

若
い
頃
、
旅
行
等
が
格
安
で
行

け
る
会
員
制
の
ク
ラ
ブ
に
入
会

し
、
月
々
の
会
費
の
支
払
い
、
高

額
な
学
習
教
材
を
ク
レ
ジ
ッ
ト

で
購
入
し
た
。
そ
の
後
、
退

会
し
退
会
証
明
書
を
も
ら
っ

た
が
、

年
後
に
会
費
が
未

１６

納
に
な
っ
て
い
る
と
２
年
分

の
会
費
7
万
5
6
0
0
円
を

請
求
さ
れ
た
。
放
置
し
て
い

た
ら
督
促
状
や
裁
判
手
続
き

開
始
通
知
書
が
届
い
た
。
連

絡
す
る
の
は
不
安
だ
。

業
者
の
話
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
支
払

わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
こ
の

ケ
ー
ス
で
は
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
当

該
業
者
に
連
絡
し
状
況
を
説
明
。

記
録
を
修
正
す
る
の
で
請
求
書

は
処
分
し
て
ほ
し
い
と
の
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

請
求
が
５
年
以
上
な
い
場

合
は
、
債
務
消
滅
時
効
の
援

用
の
申
し
出
を
行
う
こ
と
も

可
能
で
す
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ

ル
解
決
を
持
ち
か
け
て
の
二

次
被
害
の
報
告
事
例
も
あ
る

の
で
、
不
安
な
と
き
は
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
美
幌
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６

72

月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
皆
様
へ

問い合わせ先

住民企画課 住民環境グループ

緯76－2151（内線216）

４月６日（金）～15日（日）

北
海
道
心
身
障
が
い
者
総
合

相
談
所
の
巡
回
相
談
を
実
施

ヒ
グ
マ
に
注
意
特
別
期
間

《
４
月
１
日
～
５
月

日
》

３１

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
を

開
催
し
ま
す

統一行動日

（セーフティコール）

４月６日（金）

交通事故死

ゼロを目指す日

４月10日（火）

臼子供と高齢者の交通事故防止

渦歩行中・自転車乗用中の交通事故

防止

嘘後部座席を含めた全ての座席の

シートベルトとチャイルドシート

の正しい着用の徹底

唄飲酒運転の根絶

運 ൲ の ਹ ത

春の全国交通安全運動退
会
し
た
は
ず

不
安
を
あ
お
る

!?

不
当
請
求
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

Q



津別町では、介護保険事業計画を３年ごとに策定しています。第７期（平成３０年度から平成３２年度）の３年間、

介護保険が健全に運営できるよう介護保険料の改定を行ないます。

基準額̦࠮額ĵĭĵĵ0׫Ȫ年額Ķ3ĭĳ00׫ȫになͤます ※100円未満切捨て

第７期（平成３０年度から平成３２年度）の基準額が月額4,440円に改定となります。第６期（平成２７年度から

平成２９年度）の月額3,800円と比較すると、月額６４０円の増額となります。

基準額の決め方：介護サービスの総給付費×６５歳以上の方の負担分２３％÷６５歳以上の方の人数＝基準額

この基準額を基に、世帯の所得によって保険料が決まります。第７期の保険料は次のとおりです。

みなさんに水道水を安全に飲んでい

ただくため、水道法に基づく水質検査

を毎月行っています。

その検査項目や検査頻度を記載した

「水質検査計画」の閲覧を下記により

行っています。閲覧はいつでもできま

すのでご覧ください。

《閲覧場所》

建設課（２階渦番窓口）

※町のホームページもご覧ください。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp

問い合わせ先

建設課水道グループ

緯76－2151（内線253）

水質検査計画の公表について

対
象
者

全
町
民（
３
歳
以
下
は
無
料
）

交
付
場
所

・
４
月
中
は
、
町
民
懇
談
室
（
議

会
議
事
堂
１
階
）
で
行
い
ま
す
。

・
５
月
１
日
（
火
）
～
２
日
（
水
）

は
、
福
祉
担
当
瓜
番
窓
口
で
行

い
ま
す
。

・
５
月
７
日
（
月
）
以
降
は
、
戸

籍
担
当
姥
番
窓
口
で
行
い
ま
す
。

交
付
に
必
要
な
も
の

印
鑑
（
持
参
忘
れ
の
場
合
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん
）

交
付
枚
数

大
人
（
中
学
生
以
上
）
、
小
人

（
４
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
）
各
５

枚
交
付

割
引
額

・
大
人

３
０
０
円
の
割
引
【
通

常
６
０
０
円
】

・
小
人

１
５
０
円
の
割
引
【
通

常
２
５
０
円
】

※
世
帯
員
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
け
っ
こ
う
で
す
。

※
ご
親
戚
・
親
子
・
ご
近
所
等
の

方
に
頼
ま
れ
交
付
に
来
ら
れ
た

方
は
、
そ
の
方
の
印
鑑
が
必
要

で
す
（
印
鑑
を
持
参
忘
れ
の
場

合
は
、
交
付
で
き
ま
せ
ん
）。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１

７６

（
内
線
２
５
８
）

●
平
成

年
度
の
保
険
料
率
改
定

30

に
つ
い
て

平
成

年
３
月
分
（
５
月
１
日

30

納
付
期
限
分
）
よ
り
健
康
保
険
料

率
は

・

％
（
プ
ラ
ス
０
・

10

25

0３

％
）、
介
護
保
険
料
率
は
１
・

％
5７

（
マ
イ
ナ
ス
０
・

％
）
と
な
り
ま

08

す
。
健
康
保
険
料
率
の
引
き
上
げ

に
関
し
ま
し
て
、
何
卒
ご
理
解
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

●
平
成

年
度
「
協
会
け
ん
ぽ
健

30

診
」
の
ご
案
内

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
で
は
、

年
度
内
に
１
回
、
加
入
者
の
皆
さ

ま
の
健
診
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。

歳
～

歳
の
被
保

35

74

険
者
（
ご
本
人
）
さ
ま
へ
は
、
が

ん
検
診
を
含
め
た
充
実
し
た
健
診

項
目
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

を
、

歳
～

歳
の
被
扶
養
者

40

74

（
ご
家
族
）
さ
ま
へ
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
「
特
定
健
康
診
査
」
と
、
二
つ

の
健
診
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

生
活
習
慣
の
予
防
と
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も
年
に

１
度
は
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支
部

緯
０
１
１
室
７
２
６
室
０
３
５
２

協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部

か
ら
の
お
知
ら
せ

ラ
ン
プ
の
宿

森
つ
べ
つ
入
浴

優
待
券
配
布
場
所
に
つ
い
て

詳細 自衛隊帯広地方協力本部北見地域事務所 緯0157－23－6826
募集コールセンター（受付時間：12時～20時）

フリーダイヤル 錆0120－063－792
ナビダイヤル 緯0570－045－818（携帯電話）

《平成 30年度自衛官等募集》
試験期日(1次)受付期間応 募 資 格募集種目

4月14日（土）
～18日（水）
の内1日
帯広・美幌・
釧路

～

4月6日
（金）

18歳以上34歳未満一般

予備

自衛官補

18歳以上で国家免
許資格等を有する
者（資格により53
歳～55歳未満）

技能

5月12日（土）
・13日（日）
帯広・美幌・
釧路

3月1日
（木）

～

5月1日
（火）

22歳以上26歳未満
（20歳以上22歳未満
は大卒〔見込含〕、修
士課程修了者等〔見
込含〕は28歳未満）

一般

幹部

候補生

5月12日（土）
帯広

専門の大卒〔見込含〕
20歳以上30歳未満
（薬剤は20歳以上
28歳未満）

歯科

薬剤師

インターネットを利用した定例会の録画

配信を行っています。

定例会の模様は会議終了後、１週間前後で

配信する予定です。

町のホームページにアクセスしてご覧く

ださい。

＜津別町ホームページ＞

http://www.town.tsubetsu.

hokkaido.jp/

※トップページ左側のボタン

議会インターネット中継 をクリック

問い合わせ先

議会事務局 緯76－２１５１（内線２66）

議会の録画配信を
行っています

問い合わせ先 保健福祉課 介護福祉グループ 介護保険担当閏番窓口 緯76－2151（内線230）

介護保険料の上昇を抑えるために！
２０２５年には、団塊世代の方が７５歳を迎え、高齢者人口のピークを迎えると全国的に言われ

ていますが、高齢者人口だけでみますと津別町はすでにピークを迎えています。今後は、介

護状態になりやすい７５歳以上の割合が高くなっていくことが予測されています。介護サービ

ス費が増加すると、介護保険料が上昇していく一方です。介護保険料の上昇を抑えるために、

臼一人でも多くの方が介護予防に取り組んでいただく必要があります。

渦介護予防は健康であること。

嘘適度な軽運動とバランスの良い食事を取りましょう（町内で実施されている運動教室もあります）。日々のお散歩

やお友達との集まりも立派な介護予防です。ぜひ、みなさんで取り組んでいきましょう！

《保険料上昇の主な理由》
陰 高齢化に伴う介護サービス利用（人数・回数等）の増加＝介護給付費の増加

隠 臼の給付費のうち第１号被保険者が負担する割合が増加（高齢者人口の増加に伴い２２％から２３％に改定）

※第７期の介護保険料の設定においては、保険料の上昇を少しでも抑制するため、介護給付費準備基金を取り崩し、

基準額を月額４３０円引き下げました（第６期の引き下げ額は４２９円でした）。

旧保険料
新保険料
（年額）

保険料の調整率対象となる方所得段階

22,800円

↓

20,500円

26,600円

↓

23,900円

基準額×0.50

↓負担軽減適用

基準額×0.45

生活保護、中国残留邦人等支援給付の受給者、または、世帯全員が市町村

民税非課税で、本人が老齢福祉年金を受給している方

第１段階 世帯全員が市町村民税非課税で、本人の公的年金等の収入額と合計所得

金額から所得税法第35条第2項第1号に掲げる金額を控除して得た額の

合計が80万円以下の方

28,500円34,600円基準額×0.65

世帯全員が市町村民税非課税で、本人の公的年金等の収入額と合計所得

金額から所得税法第35条第2項第1号に掲げる金額を控除して得た額の

合計が80万円を超えて120万円以下の方

第２段階

34,200円39,900円基準額×0.75世帯全員が市町村民税非課税で第1段階、第2段階に該当しない方第３段階

41,000円47,900円基準額×0.90

本人が市町村民税非課税で、本人の公的年金等の収入額と合計所得金額

から所得税法第35条第2項第1号に掲げる金額を控除して得た額の合計

が80万円以下の方

第４段階

ĵĶĭķ00円ĶĴĭĳ00円ܖ੔額ུ૽̦ঌ಴ఆྦྷ୕๱́୕هȂలĵ段階ͅڂ൚̱な̞方లˑ段階

54,700円63,900円基準額×1.20本人が市町村民税課税で、合計所得金額が120万円未満の方第６段階

59,200円69,200円基準額×1.30本人が市町村民税課税で、合計所得金額が120万円以上200万円未満の方第７段階

68,400円79,900円基準額×1.50本人が市町村民税課税で、合計所得金額が200万円以上300万円未満の方第８段階

77,500円90,500円基準額×1.70本人が市町村民税課税で、合計所得金額が300万円以上の方第９段階



※補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に補助の申請手続きを行ってください。

問い合わせ・申請先 産業振興課 林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151（内線318）

地球温暖化防止や津別町の森林資源の地産地消を目指し、木質ペレットストーブを購入する

方に対して、購入費の一部を補助します。

補 助 の చ ય ৪

○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治会な

どの活動拠点施設に木質ペレットストーブを設置する方

○町税を滞納していない方

○平成31年３月31日までに購入し、設置できる方

○ペレットストーブの使用状況等について、町が行うモニ

ター調査に協力できる方

補 助 の 申 請 ੥ ႒

○補助金等交付申請書

○誓約書兼同意書

○経費の内訳が明記されている見積書の写し

○ペレットストーブ設置位置図及び平面図

○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

̷ の ఈ

○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出してい

ただきます。

○町による現地確認調査を実施します。

○補助金の交付は、現地調査後となります。

※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援事

業補助金交付要綱によります。

補 助 ߄ の ڣ ൝

ペレットストーブ（中

古品を除く）本体（設置

費等を除く）の税抜き価

格の３分の２以内（千円

未満は切り捨て）で、１台

25万円を限度とします。

津
別
町
総
合
計
画
策
定
委
員
会
の

策
定
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す

津
別
町
で
は
、「
第
５
次
津
別
町
総
合

計
画
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
各
種
政
策
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
が
、
本
計
画
が
平
成

年
度
を

３１

も
っ
て
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
３２

年
度
を
初
年
度
と
す
る
新
た
な
「
第
６
次

津
別
町
総
合
計
画
（

年
度
～

年
度
）」

３２

４１

策
定
に
向
け
て
平
成

年
度
よ
り
作
業

３０

を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⃆

「
第
６
次
津
別
町
総
合
計
画
」
の
策
定

に
当
た
っ
て
は
、
策
定
委
員
会
を
設
置

し
、
当
該
委
員
会
に
お
い
て

年
後
の

１０

将
来
を
描
く
基
本
構
想
素
案
の
検
討
を

重
ね
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
も
幅
広
く

取
り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
総
合
計
画
策
定
委

員
を
次
に
よ
り
一
般
公
募
い
た
し
ま
す

の
で
、
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

⃆

募
集
対
象

概
ね
年
齢

歳
～

歳
代
の
町
民
（

３０

４０

１０

年
後
の
責
任
世
代
と
し
て
）

募
集
人
数

名
程
度
（
策
定
委
員
会
は
町
職
員
を

１０
含
め

名
以
内
で
組
織
し
ま
す
）

３０

募
集
期
間

平
成

年
４
月

日
（
金
）
ま
で

３０

２０

委
嘱
期
間

平
成

年
５
月
か
ら
平
成

年
３
月

３０

３１

ま
で

応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
生

年
月
日
、
志
望
動
機
等
を
記
入
の
上
、
持

参
、
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
メ
ー
ル
の
い

ず
れ
か
で
左
記
お
問
い
合
わ
せ
先
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
役

場
１
階
唄
番
窓
口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

そ

の

他

臼
委
員
に
は
次
の
と
お
り
報
酬
等
を
お

支
払
い
し
ま
す
（
委
員
会
へ
の
出
席
１
回

に
つ
き
３
１
５
０
円
を
支
給
し
ま
す
）。

渦
委
員
会
の
開
催
は
、
年
間
５
～
８
回

程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

嘘
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
、

調
整
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

津
別
町
役
場

住
民
企
画
課
企
画
グ
ル
ー
プ

〒
0
9
2-

0
2
9
2

津
別
町
字
幸
町

番
地

４１

緯

室
2
1
5
1

76
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
2
9
7
6

76

メール
toukei@town.tsubetsu.hokkaido.jp

平
成

年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
、
次
の
日
程
で
実
施

30

し
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
ま
で
犬
を
連
れ
て
く

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
り
時
間
が
遅
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
最
寄
り
の
会
場
に
行
く
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
は
、
他
の
会
場
で
も
受
付
で
き
ま
す
の
で
、
必

ず
予
防
注
射
と
登
録
を
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
犬
の
体
調
が
心
配
な
方
は
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

獣
医
師
の
判
断
で
注
射
を
猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
2
1
5
1
（
内
線
2
1
7
）
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《
畜
犬
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
日
程
表
》

登録料 １頭につき 3,000円（登録は犬の生涯に１回です）

注射料 １頭につき 3,110円（注射は毎年１回必ず受けなければなりません）

ၳ
߄

北海道では交通事故相談所を設置し、専門の相談員

が相談に応じています。相談は無料です。

《交通事故巡回相談を次の日程で行います》

※巡回相談には予約が必要です。

予約は、相談日の週の月曜日ま

で（祭日等の場合は、前の週の金曜

日まで）。

なお、予約がない場合、巡回相

談は中止いたします。

《巡回相談の予約・問い合わせ先》

オホーツク総合振興局保健環境部

環境生活課道民生活係

緯0152－41－0627（直通）

《北海道交通事故相談所（道庁）》

面接（予約制）、電話、文書（メール・ＦＡＸを含む）等で

相談をお受けしています。
■交通事故にあったが、どうしたらよいのかわからない。

■損害賠償の額が適正かどうかを知りたい。

■示談をどのように行ったらよいか？

■残された遺児への生活（教育）資金の手当ては？…など

札幌市中央区北３条西６丁目
道庁１階 緯０１１－２０４－５２２０

面接

直通 緯０５０－３５３３－４７０３電話

０１１－２３２－７４５２FAX

kansei.dousei2@pref.hokkaido.lg.jpメール

〈相談時間〉
月～金曜日

９時～17時

（受付～16時

30分）



津別町では、環境負荷の少ない再生可能エネルギーの導入を促進し、地球温暖化対策に寄与するため、一般

住宅に太陽光発電システムを設置する方を対象に補助金を交付します。

※工事着手前の事前申請になりますので、設置予定の方は必ず事前にご相談ください。

補助చય৪

臼町内に住所を有する方で、町内において自ら居住する住宅等に新たに太陽光発電システムを設置する方、ま

たは自ら居住するための太陽光発電システム付きの住宅等（新築のものに限る）を購入する方。ただし、借

地・借家等に居住している方が設置する場合は、当該土地・建物の所有者の承諾を得ていること

渦町税を滞納していない方

嘘発電システムの利用状況等について、町が行う調査に協力できる方

補助చયとなͥ太陽光発電システム

臼太陽光発電システムの条件（次の全てに適合するもの）

・低圧配電線と逆潮流有りで連結し、電力会社と電灯契約

及び余剰電力の売買契約を締結できること

・発電出力が10鯵未満の設備であること

・日本工業規格等で認められていること

・未使用であること（中古品は対象外です）

渦補助金対象範囲

・太陽電池モジュール、架台、接続箱、インバーター、発生電力量計、直流側開閉器、保護装置、売買電力

量計、配線・配線器具の購入、据付、設置工事に関する費用

補助金のڣ

設置（購入）した太陽光発電システムの最大出力の値（ｋｗ表示とし、小数点以下第２未満は四捨五入）に

１ｋｗ当り４万円を乗じて得た額。ただし、補助金限度額は12万円となります。

問い合わせ・申請先 産業振興課 林政・再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151（内線318）

財
務
省
北
海
道
財
務
局
で
は
、
財
政
、
金
融
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
活
躍
す
る
財
務
専
門
官
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
験
資
格

臼
昭
和

年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

63

渦
平
成
9
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
大
学
を
卒
業
し
た

者
な
ど
別
に
定
め
る
者

受
験
申
込
受
付
期
間

平
成

年
３
月

日
（
金
）
９
時
か
ら
4
月

日
（
水
）

３０

30
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【
受
信
有
効
】
ま
で

受
験
申
込
方
法

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
下
記
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
申
し
込
み
下
さ
い
。

第
1
次
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日

平
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日
（
日
）

３０
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２
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国
家
公
務
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

○
総
合
職
試
験（
院
卒
者
・
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

：

３
月

日
（
金
）
～
4
月
９
日
（
月
）

30

○
一
般
職
試
験
（
大
卒
程
度
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

：

4
月
6
日
（
金
）
～
4
月

日
（
水
）

18

○
一
般
職
試
験
（
高
卒
者
・
社
会
人
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
期
間

：

6
月

日
（
月
）
～
6
月

日
（
水
）

18

27

問
い
合
わ
せ
先

人
事
院
北
海
道
事
務
局
第
二
課
試
験
係

緯
０
１
１
室
２
４
１
室
１
２
４
８

インターネット申込専用アドレス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

財
務
専
門
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

インターネット申込専用アドレス

http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

津別町太陽光発電システム設置費補助金

春先は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。小さな火が大

きな火災につながりますので、火の取り扱いには充分注意しましょう。

統一標語 『火の用心 ことばを形に 習慣に』

１．サイレン吹鳴 ４月20日～４月26日 午後７時

２．消防車による町内広報 ４月20日～４月30日

３．防火パレード（消防団・外郭団体等）４月21日（土） 午後１時～

４．防火・救急教室 期間中に随時実施します

【住宅用火災警報器(住警器)はつけましたか？】

【住警器を設置済みの方は10年を目安に交換をおすすめします】

古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、いざという時に正常

に作動しないことがあります。※町内の取り扱い店までお尋ね下さい。

◎４月から住警器の設置調査を行います。消防職員が各家庭を訪問

しますので、ご協力願います。

※「消防の方から来ました。」など、消防職員と偽って販売・点検する

悪徳業者がいます。消防職員が、住警器の販売目的で訪問することは

ありません。

問い合わせ先 津別消防署グループ 緯76－2189

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

《４月20日から４月30日までの11日間》

▼保険料が納め忘れの状態で、万一、

障害や死亡といった不慮の事態が発生

すると、障害基礎年金、遺族基礎年金

を受けられない場合があります。経済

的な理由等で国民年金保険料を納付す

ることが困難な場合には、保険料の納

付が免除・猶予となる「保険料免除制

度」や「納付猶予制度（５０歳未満）」が

ありますので、住民登録をしている町

の国民年金窓口で手続きをしてくださ

い。

▼平成３０年度分（平成３０年７月分か

ら３１年６月分まで）の免除等の受付は

平成３０年７月１日から開始されます。

また、申請時点の２年１か月前の月分

までさかのぼって申請できます。

▼失業等により保険料を納付すること

が経済的に困難になったものの、申請

を忘れていた期間がある方は、下記へ

ご相談ください。

問い合わせ先

・役場戸籍年金担当

緯７６－２１５１（内線222、223）

・北見年金事務所

緯０１５７－２５－９６３５

国民年金保険料等の申請について

工業統計キャラクター

コウちゃん

平成30年工業統計調査を実施します
工業統計調査は我が国の工業の実態を

明らかにすることを目的とした統計法に基づ

く報告義務がある重要な統計です。

調査結果は中小企業施策や地域振興などの

基礎資料として利活用されます。

調査時点は30年６月１日です。

調査票へのご回答をお願いいたします。

町ఆߊঌ・ࡇ済ॲުજ・സ道ຸࠐ

政府統計

日常生活で、悩みごとはありませんか？ 町より委嘱され

ている「よろず相談委員」が、行政、民事等の相談に応じます。

４月のよろず相談 緯76－2151（内線216）

日 時 ４月20日（金）午後1時～3時

場 所 林業研修会館１階図書室

相談委員 鷹觜とし子、久保利治

よろず相談のお知らせ

使用水量が少ない家庭の水道料金を軽減します

ご家庭で使用されている水道料金について、平成30年４

月の検針結果（５月の請求分）から使用水量が５逢以下だっ

た場合、基本料金を２割軽減し1,728円といたします。家事

用で契約した水道を使用されているご家庭が対象となります。

問い合わせ先 建設課水道グループ 緯76－2151（内線253）

募集人員 １名

採用予定年月日 平成30年６月１日

応募資格 次の要件を満たす者

臼一級建築士又は二級建築士の資格を有する者

渦昭和５２年４月２日以降に生まれた者

嘘普通自動車免許を取得している者

試験日時、場所等

期 日 平成30年４月１５日（日） 9：00～

場 所 津別町役場林業研修会館（役場庁舎裏）

募集期日 ～平成30年4月11日（水） ※応募方

法等については、津別町ホームページをご覧ください。

照会先 津別町役場総務課庶務グループ

緯76－2151

※今年度から隔月
開催になります。

平成30年度 津別町職員（建築
技術職員）募集について


